
（様式５）

「ラグビー教育レガシー推進事業」

事業実施報告書

学校名 袋井市立袋井南小学校

担当者名 山田 剛士

１ 選択コース Ⅰ ・ Ⅱ ・ Ⅲ

２ 実施日 ① 1月16日（月）9：30～12：05

② 1月30日（月）9：30～12：05

３ 実施対象者

（学年･人数 等）
6年生 106人（35人学級×３クラス）

４ 取組内容 ① タグラグビーの導入

（タグやタグベルトの付け方、パス、1対1など）

② タグラグビーのミニゲーム

（4チームの男女混合の等質チームに分かれて試合をした。）

５ 取組成果

課題

反省等

＜成果＞

タグラグビーを通して、様々な運動能力を高めることができた。友

達とコミュニケーションを取りながら、運動を楽しむことができた。

静岡ブルーレヴズやアザレアの選手との交流で、貴重なお話やご指

導をしていただいたことで、充実した活動にすることができた。

＜課題、反省＞

本校の年間計画では、タグラグビーの活動がなかったので、事前に

タグラグビーの授業をした方がより充実した体験になったと感じ

た。6年生ということもあり、失敗への恐れや恥ずかしさから、一部

の児童で消極的に活動していたことがあった。

７ 県教委への

要望や意見

非常に充実した体験活動になりました。ありがとうございました。

次年度も継続して、この取組ができると幸いです。

８ 事後アンケ

ート

以下の問いについて該当するものに〇

（１）児童生徒のスポーツへの興味・関心が高まったと感じる

大いに感じる ・ 感じる ・ あまり感じない ・全く感じない

（２）児童生徒の体力が高まったと感じる

大いに感じる ・ 感じる ・ あまり感じない ・全く感じない

（３）来年度もこの事業を活用したいと感じる

大いに感じる ・ 感じる ・ あまり感じない ・全く感じない

＜実践テーマ＞

Ⅰ 静岡ブルーレヴズ・講演会及び交流会

Ⅱ 静岡ブルーレヴズ・タグラグビー等実技指導

Ⅲ ラグビー部、タグラグビークラブ等活動支援


